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自動直流漏れ電流測定装置　ADC-10
株式会社フジクラ・ダイヤケーブル 技術部　熊谷技術グループ　TEL 048-532-2314

（一財）関東電気保安協会
理事長賞

　3.3kVおよび 6.6kV級高圧ケーブルの保守
点検では、地絡事故を未然に防ぐため直流漏れ
電流試験が有効とされる。株式会社フジクラ・
ダイヤケーブルは、東京電力パワーグリッド株
式会社および株式会社関電工と共同で、PCに
よる自動ステップ課電、自動判定、試験自動停
止機能を備えた自動直流漏れ電流測定装置を開
発した。さらに、Ｇ端子法による結線に対応し、
試験結果の自動帳票化など省力化も実現してい
る。
【開発の背景】
　高圧ケーブルの定期点検では絶縁抵抗計が用
いられるが、精密診断には直流漏れ電流試験が
不可欠である。直流漏れ電流試験は、停止中の
ケーブル導体と遮蔽層間に直流電圧を印加し、
漏れ電流の時間特性から波形チャートや成極比
を用いて絶縁状態を評価する。しかし従来法に
は、①劣化が著しく進展しているケーブルに対
して第１、２ステップ課電中に絶縁破壊が起こ
るリスク、②試験中の電流波形チャートに関す
る判定基準が明確ではないため、波形判読によ
る測定中止判断には測定者の高い診断技術が必
要な点、③ケーブルの遮蔽を接地に接続するＥ
端子法では高圧機器の切離しが必要で作業負荷
が大きい点、という課題があった。
　これらを解決するため、自動直流漏れ電流測
定装置ADC-10（写真１）を開発した。
【製品の説明】
　本装置では１kVから段階的に電圧
を上昇させるステップ課電法を採用
し、課電時の絶縁破壊リスクを低減し
た。また、過去データを分析した自動
判定機能により、測定者の技量に依存
しないスキルレスな診断を可能とし、
劣化兆候があれば試験を自動停止する
ことで安全性を高めている。図１に自
動制御されたステップ課電の様子およ
び漸増電流を検出し，試験が中断され
た様子を示す。さらに、遮蔽を接地か

ら切り離して測定器のＧ端子に接続するＧ端子
法を導入し、高圧機器を切り離さずケーブル単
体の漏れ電流を測定できるようにしたことで、
作業時間と労力を大幅に削減した。
　測定器本体はPCとWi-Fi 接続され、付属
のソフトウェアにより対話形式で進められ、自
動制御される。高圧出力ケーブルは遮蔽付きで
セットリークがほぼなく、空中配線を行わずと
も高精度な測定が可能である。
【おわりに】
　高圧CVケーブルに不慮の事故が生じると，
社会的に多大な損失が懸念される。ステップ課
電と自動判定を組み合わせた本装置は、従来の
直流漏れ電流試験が抱えていた安全性・作業性・
診断技術依存の課題を解決し、高圧CVケーブ
ルの絶縁状態を的確に把握することで、最適な
保全と電力の安定供給に寄与することが期待さ
れる。

写真１　ADC-10

図１　ステップ課電と自動停止
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スカイシールドセンサー
株式会社きんでん 　TEL 06-6375-6000

（一社）日本電設工業協会
奨 励 賞

　株式会社きんでん（本店：大阪市北区　社長：
吉増憲二）は、高所作業車※の使用時において、
建築設備などを「非接触」で検知し、「警告音」に
より挟まれ災害を未然に防止する安全補助装置
「スカイシールドセンサー」を株式会社レント
（本社：静岡市駿河区　社長：岡田朗）と共同開
発しました。
※２m以上の高さに上昇可能な作業用バスケット（作
業床）を備え、昇降装置、走行装置などにより構成
され、建築現場のさまざまな場所に動力を用いて自
走できる機械

【開発の背景】
　建築設備工事では、高所作業車の作業床を上
昇させ、天井面などの高所で作業を行います。
作業床の上昇時には、作業者が墜落防止用の手
すりをつかみ、天井との距離を確認しながら操
作しますが、ケーブルラック、ダクトなどの建
築設備や梁などの躯体（以下、対象物）への接近
に気づかない場合、手すりが対象物に接触し、
作業者が挟まれるなどの災害につながる恐れが
あります。従来は、手すりの四隅にパイプを固
定し、上昇に伴ってそのパイプが対象物に接触
することで、作業者に危険を知らせる物理的な
防止方法が用いられてきました。しかし、この

方法では対象物を損傷させる恐れがあり、こう
した課題を解決するため、対象物を超音波セン
サーにより平面的に「非接触」で検知して、ブザ
ーとランプで作業者に危険を警告する「スカイ
シールドセンサー」を開発しました。
【スカイシールドセンサーの特長】
①超音波センサーにより対象物を平面的に「非
接触」で検知
②警告音の変更と音量調整が可能
③LEDポインターで検知方向の確認が可能
④充電式ニッケル水素電池、アルカリ乾電池の
いずれにも対応

【スカイシールドセンサーの仕様】
①大きさ：幅96mm×高さ136mm×奥行
118mm
②質　量：約600g
③警告音音量：最大95dB
④検知距離：500mm、1000mm、1300mm
⑤電　源：単３形電池×４本（充電式ニッケル
水素電池、アルカリ乾電池共に使用可）
⑥防水性能：IPX4（国際防水規格）相当

外　観
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オフセットアダプター 17mmシリーズ
アネックスツール株式会社 開発部デザイン広報課　TEL 0256-32-6321

（一社）日本電設工業協会
奨 励 賞

【製品概要】
　従来手作業でしかできなかった狭い場所での
ボルト締めを、電動ドライバーで作業できるよ
うにする補助工具である。電気・建築・機械設
備など、さまざまな組付け作業において省力化
と作業時間の短縮を実現。
【類似品・特許の有無】
①類似品有り：当社AOA-19 オフセットアダ
プター19ｍｍ
②類似品との違い：電気工事で使用頻度の高い
H17ソケットを基軸に設計。ギヤの固定方
式を同軸止め輪へと変更し、類似品よりも大
幅に強度アップ。ギアの小型化でコンパクト
化を実現。
③意匠登録番号：１６２９３７８
【構造・耐久性】
　従来品のオフセットアダプター19ｍｍでは
ハウジングの固定にリベットを使用していた
が、ギヤを挟む構造のためヘッドが大きくなり
やすく、長期間の使用でリベットが緩む課題が
あった。本製品では、ギヤの固定方式を同軸止
め輪へと変更した。これにより最小限のサイズ
でありながら、リベットより格段に強度をアッ
プしている。さらに、ヘッドのコンパクト化を
図るためにギヤの歯を小型化したが、歯が１枚
ではなく常に２枚噛み合うように設計すること
で、破壊耐久性も向上した。これらの構造改善
により、サイズを 20％抑えつつ、破壊耐久性
は 30％向上し、小型化・耐久性を高次元で両
立している。

　電気工事の現場では、天井吊り金具周辺や室
外機架台の組付けなど、狭いスペースでのボル
ト締め作業が多い。しかし、狭所ではインパク
トドライバーが入らず、従来はラチェットレン
チによる手作業が一般的で、時間と労力がかか
っていた。本製品は、このような狭い場所でも
電動ドライバーでボルト締めができるようにす
るための工具である。約 40mmの隙間にも挿
入できるため、建築・電気・機械設備など、さ
まざまな組付け作業で手動作業を電動化でき
る。これにより、作業時間を短縮し、作業者の
負担を大幅に軽減する。
【仕様】
出力部　　　H17六角凹
入力部　　　H17六角凸、H6.35 六角凹
対応ボルト　【本体】H17
【ソケット】H8、H10、H12、H13、H14、

H17、H19、H21
最大トルク　230N・ｍ
材　質　　　【本体】：炭素鋼、合金鋼
　　　　　　　　　　PP、TPE
　　　　　　【ソケット】：合金鋼
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